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※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








　私はたくましい男性の背中に、そっと手のひらを置いた。骨格と筋肉に添いながら力を込めて、指先の感覚を頼りにコっている箇所を探り、重点的に揉んでいく。丁寧に指を添わせ、体重をかけ、均等にコリを解していくと、男性の口からはため息が漏れてきた。

　よし、今度こそは試験に合格してやる。唇を引き締めながら、私はさらに力を込めて広い背中を押し潰す。

「あー、へたくそ！　やめやめ！」

「ふえっ？」

　間接照明で薄明るいマッサージ室の中、その男性・高たか木ぎ敦あつ士しは、ガバッと大きな身体を起こした。

「広ひろ岡おかぁ！　お前、ほんとに学習しねぇなぁ……。六十五点！」

「あと五点じゃないですかぁ、おまけしてくださいよぉ高木マネージャ〜」

「甘えるな広岡！　こっちは商売でマッサージ屋やってるんだ。技術が足りない奴を昇級させる訳にはいかないんだよ。『あそこのマッサージ屋は腕が悪い』なんて噂になってみろ。商売あがったりだっつぅの」

　高木マネージャーは私の上司だ。私、広岡美み奈な子こは新米の三級マッサージ師で、高木マネは新人教育担当で、今日の試験台になって採点をしてくれている。社内規定では七十点以上でないと、二級にはなれない。二級になれば基本給もあがるし、私は早く昇級したいと焦っていた。

　高木マネは、壁の電灯のスイッチを入れる。天井のライトが点いて、マッサージ室は明るい蛍光灯に照らされる。閉店時間を過ぎた店内は高木マネの声以外は静かで、パネルで区切られた狭い室内にマッサージ用のベッドが一台、置かれている。

　狭い部屋の片隅でしょんぼりと下を向いている私に、高木マネが声をかけてくる。またお説教かと思うと、ため息を吐きたくもなるが、ぐっとこらえた。
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「広岡、お前、専門出てここ勤めて何年だ」

「半年です」

「専門は三年制か？」

「……はい」

「三年半勉強して、この腕かぁ？　悪いが、向いてないんじゃないのか？」

　返す言葉が見つからない。黙る私に高木マネは、言葉をかぶせてくる。

「指名はあるのか」

「……今週は、二件ありました」

「いくら何でも少なすぎだろうが、素人か」

「……申し訳ありません」

「謝るな。謝る暇があったら技術を磨け。以上」

　高木マネは私に背中を向けてしまった。ワイシャツの背中を盛り上げる、たくましい背筋が目立つ。

　高木マネは言動だけでなく、外見からして体育会系だった。背はそこまで高くなくて百七十センチちょっとだけど、体格はがっしりとしていて筋肉質だ。短く刈った黒髪と、太い眉毛と切れ長の一重まぶたのせいで、少し怖くも見える。体育会系らしく面倒見の良い兄貴分、という感じで、私は普段は気さくに話している。冗談も通じるし、頼りになるいい上司だと思うのだけど、こと仕事や技術については厳しい。

　私の勤務しているマッサージ店のチェーンは、よくあるお店とは少し違い、資格を持ったマッサージ師を配置しているのが売りだ。ちょっと料金は高めだが、それでも技術と安心感を求めて来る、年配のお客さんが多い。宣伝は口コミの比重が大きいので『あそこは腕が悪い』なんて噂が立ったら大変なことはわかる。

　高木さんは県内のチェーン店を統括しているマネージャーだ。同時に新入社員の教育担当もしていて、私は入社して半年、ずっと高木マネージャーの指導を受けている。

「……また昇級できなかったなぁ」

　お店からの帰り道を、とぼとぼと歩く。自分が、もしかしたらあまりマッサージが上手くないのでは、というのは専門学校の時からうっすらと気付いてはいた。それでも、勉強すれば上達すると思って、教本を読んだり友達や家族に実験台になってもらったり、がんばってきている。それでも、指導役の上司にここまでダメ出しされると、やる気となけなしの自信がいっぺんに消え失せてしまう。

（……がんばっているのに。やっぱり高木マネが言うとおり、この仕事に向いてないんだろうか）

　下を向いていると涙がこぼれそうになって、私は慌てて空を見上げる。いやいや、弱気になっていちゃいけない。がんばろう。心の中でつぶやいて、私は自分のアパートに歩いていった。

　


「あーあ……」

　翌日、出勤はしたけれど、私は元気無く机に突っ伏していた。新しめの雑居ビルのワンフロアがお店になっていて、事務室のこの机が、私の定位置だった。

　今日も相変わらず私への指名は無く、『向いてないんじゃないのか』という高木マネの言葉が頭をぐるぐる回る。指名が無いということは、誰でもいいからマッサージをして欲しい、というフリーのお客さんが来ない限りは、私の仕事は無い。落ち込む私の肩を、入ってきた店長の笹ささ野のさんが揉んでくる。

「広岡さん元気無いね〜。また高木に説教でもされたのぉ？」

「ひゃあ！　あぁ〜、店長、そこ、気持ちいい〜」

「変な声出さない！　あと、これ以上は料金とるよ？」

　的確にコリが溜まった肩のツボを押され、思わず妙な声が出た。笹野店長は三十代半ばで、シングルマザーだ。もう中学生のお子さんがいるそうだが、とてもそうは見えないくらいに若くてきれいだ。そして、キャリアの違いもあるのだろうけど、マッサージがとても上手い。自分と違って指名がどんどん入る店長が、私はうらやましくて仕方が無かった。

「はい……、昨日、昇級の試験だったんですけど、また落ちちゃって」

「高木もな〜、あいつ、口悪いでしょ？　あいつが教育担当なんて、広岡さんかわいそう！」

「……笹野店長は、高木マネと同期なんでしたっけ？」

「そうよ、偉そうなことばっか言っちゃって、笑っちゃう。まぁ確かに、あいつの技術は上手いんだけどさ」

「店長より上手いんですか？」

　何気ない私の質問に、笹野店長は複雑な表情をする。

「私より、って言うか、比べられないんだけど、あいつの施術って固定ファンが多い感じだったのよ。マダムキラーっていうか……。とにかく女性からの指名が多かったわね」

「やっぱり高木マネージャーって、モテるんですかね？」

　高木マネのルックスは爽やかで誠実そうだし、明るくて人当たりもいい。若い女の子だけでなくて、お客さんの多数を占める年配女性からも、人気がありそうだ。

「えぇ〜？　私、専門の時からあいつ知ってるけど、どうかしらねぇ……。とりあえず今は彼女いないらしくて、飲みに行くと『紹介しろ』ってうるさいけど」

「紹介、してあげないんですか？」

　彼女がいない、ということを聞いて、ちょっとドキドキしている自分がいることに驚いた。よく考えたら、高木マネの外見は結構タイプだし、仕事に対する姿勢は尊敬できる。彼氏になったら、案外楽しいのかもしれない。

（でもなぁ、口が悪すぎるよね、厳しくて……、二人きりになるの怖いし。というか、高木マネが私なんかを意識するはずないよね……あり得ないな……）

　バカな想像をしてしまった自分がおかしくて、苦笑してしまう。そんな私の妄想を断ち切ったのは、店長の言葉だった。

「広岡さん、高木に実地で教えてもらえば？営業時間外なら、適当にマッサージ室使っていいわよ」

「え、いいんですか……、高木マネもお忙しいのに」

　意外な提案に驚く。直接に教えてもらえば、確かに技術は向上するかもしれないけど、そこまで甘えていいのかよくわからない。それに、来月に新店舗の予定があるので、高木マネージャーは人材の確保と教育に忙しいはずだった。

「いーのいーの、どうせあいつなんか、彼女もいないし暇よぉ。教育担当ってなら、ちゃんと教える義務があるでしょ！　残業つけといてもいいからね〜」

「はい、ありがとうございます……」

　お礼を言いつつも、私はちょっと憂鬱になっていた。高木マネージャーにまた、技術のことを責められるんだろうか。『向いてないんじゃないのか』と、昨日の言葉を思い出してしまう。

「じゃ、私、高木に話を通しとくから。明日の夜でいーい？　予定あったらずらすけど」

「いえ、大丈夫です！」

　明るい笹野店長の口調が少し恨めしい。私の技術を心配してのことなんだから、ありがたく思わなければいけない。そうわかってはいても、私の気は重くなる。

　


　嫌な時間はすぐにやってくる。次の日の夜、私はまた、閉店後の店内で高木マネージャーと二人きりになっていた。

「広岡、笹野から話は聞いた。今日は、特別に個人指導してやるからな。厳しくいくぞ」

「よろしくお願いしまぁす……」

　お辞儀しながら言えば、高木マネが顔をしかめながら返してくる。今日は普段のワイシャツ姿ではなく、私と同じ制服で半袖の白衣を着ていて、高木マネの鍛えられた太い二の腕がよく見える。

「お前なぁ、態度が露骨なんだよ。お前から個人指導希望しといて、あからさまに嫌そうな顔をするな！」

「……だって、高木マネージャー、どうせ怒るじゃないですかぁ」

「お前がまったく進歩しないからだろうが！怒られたくなければ、成長しようとしろ、努力をしろ！」

「ほら〜、また怒る〜」

　私が混ぜっ返すと、高木マネからは軽くげんこつが飛んできた。

「少しは黙れ。ほら、そこ座っとけ！」

　渋々マッサージ台に座れば、高木マネの腕が伸びてきて、ゆっくりと私の首筋を揉みはじめた。

「……ふぁぁ……」

　思わず、空気の漏れるような声が出る。合間に自分で触ったり、備品の電動マッサージャーを借りて揉んだりはしているが、仕事の終わりにはいつも肩周りがガチガチになる。その私の首と肩のコリを、高木マネージャーの太い指が丁寧にほぐしていった。

「うぅ、気持ちいい〜」

「広岡ぁ！　ちゃんと盗める技術は盗めよ。俺がお前にしてやっている施術は、自分のとどこが違うか意識しろ」

「わ、わかりました……！」

　高木マネのマッサージのあまりの心地よさに、本来の目的を忘れそうになって、私は慌てて大きく返事をした。

「おとといも思ったんだが、お前の施術は迷いがあるんだよ。『ここが気持ちいいのかな？』『ここがコっているのかな？』ってなぁ、迷いながらなんとなく揉んでいる。だから客は満足しない」

　しゃべりながらマッサージを続ける高木マネの親指が、私の首の付け根に、ぐいっと食い込んでくる。

「ぅ、うぅんっ！」

「ここに血流が停滞して、コリの元があるんだよ、わかるか？」

　ツボを押された気持ちよさにうめき声しか出ず、私はうなずいた。

「こういうのを丹念に揉んで、周りの固まった筋肉を解して、そういう丁寧さが必要なんだぞ？　わかったか？」

「……は、はぃ〜」

「本当にわかってんのか、広岡！」

　気の抜けた声で返事をすると、もう一回、軽くげんこつが飛んできた。貶けなされまくって少し腹も立つけれど、それでも高木マネージャーの施術は気持ちがいい。

「広岡、力任せにグイグイ揉むばっかりでもダメだぞ。抜くところは抜いて、力を入れるところは入れる。その緩急も大事だ」

　痛い、と思う寸前まで高木マネの指がコリに食い込み、その後は優しく丁寧に揉み解される。肩から首にかけてがポカポカと温かく火照ってきて、血流が促進されていくのがよくわかる。

（……お客さんは、こういうマッサージを求めてるんだろうな）

　自分の不器用な施術を思い出し、私は下を向いた。いや、落ち込んでいる暇はない。少しでも、高木マネージャーや笹野店長のように、お客さんを満足させたい。そう思って、がんばって資格を取ったんじゃないか、私は膝ひざに置いた拳を握りしめた。

　肩を揉んでいた指が離れ、心地よさに浸っていた私は我に返る。

「そこにうつ伏せに寝ろ。次は背中と腰だ」

　高木マネに指さされたマッサージ台の上のタオルに、顔を埋めた。力を抜いて横たわる私の足の上に、高木マネが乗ってくる気配がする。

「……ぅ、む」

　肩甲骨の下に指を入れられ、ぐっと力を込められると、肺が潰れてくぐもった声が出た。男性の力で強く揉んでもらえると、張り付くように硬く縮こまっていた筋肉が、どんどん解されていくのがわかる。

　背中を丹念に揉んでもらい、蕩とろけるような心地になっている私は、ある違和感に気づいた。高木マネが跨またがっている太ももに、何か柔らかいものが触れる感触がする。

（これって、もしかして……？）

　高木マネは、一心不乱に私の背中を揉み解してくれている。だから気づいていないのかもしれないけれど、私の太ももに局部が押し付けられる体勢になっている。

（どうしよう、言った方がいいのかな……）

　私は迷ってしまう。ワザとじゃなかったら悪いし、第一、その柔らかさから考えると、別に高木マネは勃起しているわけではない。

（え、それでこの大きさ？　おっきい、よね……？）

　考えるのをやめようとすればするほど、私の意識は「それ」に向かっていってしまう。高木マネが身動ぎをするたびに、太ももに重量のある温かい「それ」が押し付けられ、私の鼓動は早まっていった。

（か、考えたら、いま、男性と、二人きりで、身体の上に乗られてマッサージとかされてて、これってエッチな状況なんじゃ……）

　いくらなんでも、それは高木マネに失礼だ。第一、高木マネと二人きりなんて、これまでにも何回かあった。打ち消そうとするが、一度意識してしまうと、もう止まらなかった。高木マネの指先が私の身体のツボを押してくれる度に、くすぐったさと一緒にゆるい快感が湧き上がる。

「どうした、広岡。痛いなら言うんだぞ。無理なら手を挙げろ」

「は、はいっ!!」

　急にかけられた声に、私は必死に意識を引き戻した。こんな刺激に感じてしまってはいけない、高木マネに申し訳ない。そう思えば思う程、私の身体は簡単に熱くなっていってしまう。

　高木マネが、私の腰の上に手のひらを移し、ぐいぐい体重をかけてくる。その刺激にまたエッチな気分が刺激されて、私の鼓動がどんどん早くなっていく。

「ん、んふ、ふぅ……、うぅ……っ」

　声が出ないように唇を前歯で噛みしめる。尾びてい骨の上を熱い手のひらが滑り、親指が腰よう椎ついを揉み解す。腰周りの気持ちいいツボを押されて、私の身体は快感を拾ってどんどん熱くなっていった。

（ダメだって……、そういうんじゃ、ないのにぃ……）

　必死で感じないように、これはただの指導なんだ、と思い込もうとするが上手くいかない。脇腹を軽く撫でられる感触が、普段ならくすぐったいだけなんだろうけど、背筋が粟立つくらいに快感を伝えてくる。

「……ぁ、んっ」

　一度、快感を拾ってしまったら、もう私の身体は止まらなかった。

（そういえば最近、自分でもシてなかったし……）

　彼氏も、もう二年はいないし、そういうのとはご無沙汰だった。そんなモテない自分をうらめしく思いながら、私は高木マネのマッサージを受ける。男の人の手って、こんなに熱かったっけ、高木マネは、エッチの時はこうやって触るのかな、そんな妄想も浮かんでくるが、慌てて打ち消した。

（バカバカ、そういうの考えちゃ、だめ！）

　火が点いてしまったかのように、与えられる刺激の全部が、快感となって全身に伝わっていく。マッサージ台の角を強く握って、その快楽を逃がそうと試みるが上手くいかない。

「ひ、ん……、ふぁぁ……っ！」

　今はうつ伏せだ。顔は見えてないだろう。目を固くつむって、弾む息をなんとか吐き出した。

　高木マネの指が、お尻の方に回される。大だい臀でん部ぶを揉み解す施術はよくあって、座り仕事のお客さんに好評だ。ただ、今の私にはその感触は刺激が強すぎた。

「……ぅ、うぅー……、んんっ！」

　大臀筋を解す手付きに、くすぐったいような絶妙な性感と、お尻を揉まれている羞恥心が混じる。奥歯を噛みしめなんとか声を堪えるが、熱い吐息が鼻から漏れ出ていく。お尻の割れ目の奥の方がじんじんと痺れたように火ほて照り、きゅ、と、何か物欲しそうに締め付けてしまうのが自覚できた。

（絶対コレ、濡れてるよぉ……。恥ずかしぃ……）

　直後に、大きな手のひらに太ももを撫でられて、肩がびくりと跳ね上がる。同時に、股間がじんわり潤う気配がして、頭を軽く振ってその感覚をやり過ごす。

「……背面はこんなもんか」

　もう終わりなのか、高木マネージャーの指がやっと離れた。身体の上が軽くなり、マッサージ台の横に高木マネが立つ気配がする。感じているのに感じていない振りをしなくてはいけない、そんなもどかしい状況から解放されて、私はほっと一息つく。安心はしたけれども、体の奥の甘い炎は、残念そうに揺らめいていた。

「あ、ありがとうございました……」

　なんとかお礼を言う私だったけれど、次の高木マネの一言でまた焦ってしまう。

「よし、じゃ、上向け。鎖骨周りのマッサージも教えてやる」

「え、あ、仰向けですか!?」

「あぁ？　何か問題でもあるのか？」

　そう言われてしまえば、断れる訳も無かった。私は火照った顔を見られないように、腕で隠しながらなんとか仰向けの体勢になる。

「腕が邪魔で鎖骨周りができないだろうが、手は横に置け！」

「ふぁい……」

　腕を身体の横に置いて、私は目を固く閉じて高木マネの指を待つ。首から鎖骨にかけて指先を沿わせられると、新しい刺激にまた体の奥から、ゆるやかな快楽が湧きおこってきた。今の自分の状態を気づかれないように祈りながら、更に引き出される性感を堪え続ける。

「鎖骨から大胸筋にかけてもコリが溜まるからな、客の症状によっては、この辺も重要だぞ？」

「は、はい！」

　高木マネは、真面目にマッサージのコツを教えてくれているのに、私はなんでこんなにエッチな気分になってしまうんだろうか。情けなくてため息が出るけれど、その息すら途切れ途切れで甘く、もう少しで喘ぎ声になりそうだった。

「う、うぇ?!」

　高木マネの手が、私のささやかな胸のふくらみを包み込むように動き、乳首に触れるかすかな感触にも性感が走る。
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「……広岡、どうした？　ここの解し方も教えてやるからな」

「な、なんでもありません！」

「心配すんな、お前の小さいのなんかに興味ねぇって」

　気にしてることを抉えぐってくる高木マネの軽口にも、言い返す気力は無い。これは、マッサージなんだ。高木マネはただ、私に技術を教えてくれているだけなんだ。何度も何度も自分に言い聞かせて、私は乳房を揉まれる感覚をやり過ごしていた。

「う、うぐっ」

　固く尖とがった乳首を擦られて、白衣もブラもつけているはずなのに、抑え込んだ悲鳴が漏れる。こんなに乳首で感じるのなんか初めてで、高木マネの指先が軽く掠かすめるだけでも、震えるほどの快感が湧き上がる。

「……くはっ、あ、うぅ……」

　体重をかけられ乳房を潰されて、喉の奥から堪えきれず吐息が漏れだした。瞳は潤み、そっと開けたまぶたから見える天井は、じんわり滲んでいる。頬は火照り、汗が一筋こめかみを流れ落ちるのがわかった。身体の奥の方が濡れて堪らないのを、内ももを擦り合わせて我慢する。ただのマッサージの指導なのに、こんなに感じる私の身体が、恨めしくて仕方がなかった。

（もうダメだ、これ以上）

　これ以上、触れられたらイってしまう。それだけはなんとしても避けたい。でも、感じているのに気づかれてもいけない。

（どうしよう、どうしよう）

「あ、あの！　痛い、痛いです!!」

　とっさに出た言葉と同時に、胸の上の高木マネの腕を払いのけた。驚いたように私を見つめる表情が目に入ったが、気にする余裕は無く、私はマッサージ台から転がり落ちるように降りる。

「すまん、やりすぎたか。大丈夫か？」

　かけてくれる言葉に、軽く頭を振った。なんとかしてこの場を離れたい。私は叫ぶように返事をした。

「お、お手洗い、行ってきます!!」

　バツの悪そうな高木マネに背中を向けて、お店の女子トイレに駆け込んだ。個室の扉を背にして立ちながら、白衣のズボンの上から股間を押さえると、甘い性感が首筋を駆け昇っていった。

「……んんっ！」

　頭の後ろで何かが弾けたような感覚がして、膝が抜けそうになる。びくびくと身体が震えて、自分の意志だと上手く止められない。

（……イっちゃった、普通に、マッサージしてもらってただけなのに）

　私は、軽く絶頂に達していた。自分がひどく淫乱になったようで、羞恥心に顔がますます熱くなっていく。

「うそぉ……」

　崩れそうになる膝をなんとか支えて、ズボンとショーツをいっぺんに下ろす。のぞき込んでみれば、ショーツのクロッチの部分は、向こうが透けそうなほどに愛液で濡れていた。

（これ、なんなのぉ……？）

　少し前の、高木マネの手のひらの熱さが、ふいによみがえってくる。そうすると、また痺しびれるような快感が濡れた股間からじわりと滲み出て、私は唇を噛んだ。

（こんな、お店のトイレでなんて……）

　直接、愛液でぐしょ濡れの性器に触れて、熱く火照った身体を自ら慰めたい、クリトリスをいじって、もう一度イってしまいたい。そんな欲望をなんとか振り払う。

「はああぁ…………」

　高木マネはマッサージの指導をしてくれただけなのに、あんなに感じてしまった。私は自己嫌悪に襲われて、しばらくトイレの扉にもたれて立ち尽くしていた。

　


　正直な話、翌日は休みたかったのだが、珍しく指名予約が入っていたので、私は重たい頭を抱えてお店に来ていた。ぼんやりしながら事務室でタイムカードを押していると、笹野店長が挨拶してきてくれる。

「広岡さんおはよ。昨日の高木の個人指導どうだった？　何かヒントになった？」

「え！　その、いえ、セッティングしていただいてありがとうございました！」

　慌てて答えたせいか声が裏返ってしまい、笹野店長が笑う。

　昨日、トイレから戻った後も、ごまかすのが大変だった。高木マネに心配をされて、『すまん、つい夢中になったな、痛かったか？　大丈夫か？』なんて言われてしまい、罪悪感で胸がいっぱいになってしまった。

（あなたのマッサージで、気持ちよくなってしまいました、なんて言える訳無いし……）

　高木マネの心配顔が、頭のすみにふと浮かぶ。いつもは態度も大きいし自信たっぷりな高木マネが、情けない顔をしていたなぁ、あんな顔もするんだなぁ、なんて思い出すと、心の奥が少し熱くなった。

「どしたの広岡さん、顔赤いよ？　……もしかして昨日、高木に何かされた？　訴えるなら味方するよ？」

　何かされた？、という笹野店長の台詞に、昨日の胸へのマッサージを思い出し、ますます頬が火照ってしまう。

「いえいえ！　何もないです！　勉強させていただきました！」

　慌てながら否定しても、嘘っぽくしかならない。真っ赤に染まった私の顔をのぞき込みながら、笹野店長は人の悪い笑みを浮かべている。

「ふ〜ん？　ま、何もなかったならいいんだけどね〜」

「ほんっとーに！　何もないですよぉ〜」

　ほとんど泣くような情けない声で、私は否定を続けている。あんな恥ずかしいこと、絶対にバレたくない。私は必死だった。

「……そんなに嫌がられて、高木だってかわいそうねぇ。でもほんと、何かあったりしたら私がアイツのこと詰めてあげるから、ちゃんと言ってね？」

「……嫌がってる訳じゃ、ないですけど……」

　笹野店長の心遣いにも、いたたまれない気分がますます募る。

　昨日のアレは、本当に何だったんだろうか。『性感マッサージ』とかの、そういうエッチなものなんだろうか。考えるけれど、どうしてもわからない。

（身体の相性、とか？　それとも、私の性欲がたまっていた……？）

　もしかしたら私は、自分で思っているよりいやらしいのではないか、そんなことも浮かんできて、頭を強く振ってその考えを振り払った。今日は珍しく指名が入っているのだ、しっかりしなくてはいけない。私は堅く拳を握りしめて、小さく気合いを入れた。

　


　今日、私を指名してくれたお客さんは、常連の六十代後半の女性だった。私がこのお店に勤めだして半年、月に一回は必ず来店して指名をくれる、ありがたい存在だ。

　マッサージ室に入り、腰掛けているお客さんの前に膝をついて最初の挨拶をする。

「いつもご指名ありがとうございます、マッサージ師の広岡です。今日は、どちらのマッサージをご希望でしょうか？」

「そうねぇ、ちょっと肩コリがひどいのよ。首とか肩とかお願いね」

　上品な奥様が、にこりと笑ってくれる。私は、昨日の指導を思い出していた。私の施術には迷いがあると高木マネは言っていた。今日は、迷わず解すことを心がけよう。そう考えながら、私はマッサージ台に横になった女性の肩にタオルをかけ、指を沿わせた。ゆっくりと肩から首を撫でていくと、少し強ばった箇所がある。

「では、始めます」

　声をかけて、その筋肉が強ばったところに迷い無く指を入れて、じわじわと揉み解していく。

「……あら？」

　マッサージ台に顔を埋める女性の、くぐもった声が聞こえる。そのちょっと意外そうな調子の混じった声色に、ドキドキしながら尋ねてみる。

「何か、違和感がありましたでしょうか？」

「いえ、大丈夫よ、続けて……」

　満足そうに答えてもらい、少しほっとする。高木マネに教えてもらったことを反復しよう。昨日、どのように肩を揉んでもらっていたかを思い出しながら、私は夢中で施術を続けていた。

　その年輩のお客さんは、いつも四十五分の全身マッサージのコースを頼んでくれる。私は迷いの無さを心がけて、力の強弱をつけながら女性の全身を揉み解していった。最後に、ふくらはぎから足裏までのマッサージを終えて指を離す。ふと顔を上げると、私は女性が寝入ってしまっていることに気づいた。自分の施術でお客さんが寝てしまうなんて、初めての経験だった。

「……お客様、お客様。終わりましたよ」

　小さく声をかけながら背中を揺らすと、女性のまぶたが開く。

「あら……、私寝ちゃってたかしら？　ごめんなさいね〜、あんまり気持ちよかったから、つい」

「いえ！　嬉しいです！」

　私は本当に嬉しかった。自分のように不器用でも、指導の通りに丁寧に施術すれば、お客さんに気持ちよいと言ってもらえる。その事実に顔がほころんだ。

「……上手になったわねぇ」

「はい？」

　お客さんの漏らした一言に、私は小首を傾げて聞き返す。その女性は優しそうな笑顔を浮かべながら、何かを思い出すような口調で語ってくれた。

「いえ、ね。私の娘がすっごく不器用で、あなたを見てると思い出しちゃって。それで指名してたのよね〜。あなたもそうなんだけど、不器用だけどがんばってて、でもいろいろと下手……、ってごめんなさいね」

「えっ、指名って、そんな理由だったんですか？」

　私はちょっとだけショックだった。てっきり、自分の技術を気に入って指名してくれているのだと、そう思っていたからだった。
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「そうなのよ〜、勝手にタニマチ気分というか、この子を応援してあげなきゃ！、って思ってて」

「そうだったんですね……ご満足いただけず、すいません……」

「謝らないで！　私が自分から指名していたんだし。でもね、今日のマッサージ、この前と違ってとっても気持ちよくて、ついうとうとしちゃって。すごいわね、やっぱり若いと、上達するのも早いのねぇ」

　しょんぼりしていた私に、女性が励ましの言葉をかけてくれる。

「また次も、あなたを指名させてね。『いいマッサージ屋さんがいるのよ』って、お友達にも教えておくから」

　心の底から嬉しかった。こんな風に自分の施術を誉めてもらえるのは初めてで、私でもお客さんを満足させられるんだ、と自信になっていく。

（高木マネージャー、ありがとうございます！）

　昨日起きた変なことはいったん置いておいて、私は高木マネに感謝する。丁寧さと思い切りと、緩急をつけたマッサージを心がけて、私はお客さんに施術するようにしていった。

　


　その日から私の指名は、ぼつぼつと増えていくようになった。一週間に二、三件だった指名は、一日に一件は入るようになり、お客さんのリピート率も順調に上がっていく。

「広岡さん、最近評判いいわよ〜」

　休憩時間、笹野店長が声掛けをしてくれる。高木マネージャーはちょっと前に新店ができたので、応援や教育で忙しい。私にかまっている暇はないらしく、ここ一ヶ月半、顔を合わせる機会は無かった。

「はい！　ありがとうございます、笹野店長」

「そうだ、高木から連絡あって、再試験をあさってやりたいけど都合はどうだ、って」

「大丈夫です、受けます！」

　今なら、必ず試験も合格できる。高木マネの教えてくれた技術で、これだけ成長したんだということも伝えたかった。今までは怒られるのが怖くて、二人きりになるのが苦手だったけれど、今は高木マネに早く会いたい、とさえ思っていた。

　『早く会いたい』という気持ちの中に、少し下心が混じっているのも自覚している。高木マネージャーのことを考えると、個人指導の時のあのマッサージを思い出して、ドキドキしてしまう自分がいた。あれはいったい何だったのか、できれば知りたいと思っていた。

　


　翌々日の仕事終わり、久しぶりに顔を合わせた高木マネージャーは、新店舗の応援で外回りが多かったのか、日に焼けて男らしさが増していた。もう営業時間外だし、店長も他の同僚も誰もいない。私と高木マネジャーは、狭いマッサージ室に二人きりで向かい合っていた。

「広岡ぁ、笹野から聞いてるぞ、指名増えたんだってな。俺の個人指導が効いたんだったらいいんだが」

「とても勉強になりました、本当にありがとうございます！」

　高木マネが満足そうに喜んでくれるのが、とても嬉しかった。店舗の立ち上げと新人の教育と、いろいろ忙しかったはずなのに私のことを気に掛けてくれていたのも嬉しい。

「もう絶対、今日は昇級試験合格しますからね、楽しみにしていてください！」

　胸を張ってこう言うと、高木マネが笑って頷いてくれる。絶対合格してみせる、高木マネを感心させてみせる。こんなに昇級試験が楽しみになるなんて、少し前の私が見たらびっくりするだろうな、そんなことを考えていた。

　


「……失礼いたします。まず、首から解させていただきますね」

　横たわった高木マネの肩にタオルを乗せて、私は手のひらを首の付け根に置いた。筋肉の張りや血流の集まり具合が、皮膚を通して伝わってくる。息を吐いて、私はまっすぐ体重をかけた。男の人の体温の高さが心地よく感じる。

「う、っ……」

　高木マネの吐き出した、詰めた声に少し焦る。

「いかがしましたか？」

「いや、大丈夫だ。続けろ」

　こういうやりとりも採点の内なので、ことさらに丁寧に尋ねてみる。元々、接客態度にはあまり問題は無いらしく、だいたいがマッサージの技術での減点ばかりだった。技術さえ上がれば、ちゃんと昇級できるのだ。私は一ヶ月半、お客さんに心がけていた緩急を使ったマッサージの施術をする。

　前回の試験のように、途中で怒られることは無かった。高木マネージャーの首から肩、二の腕、腰、太ももから足の裏までしっかりと私は揉み解す。

「……終了いたしました」

「あぁ……」

　声掛けをすると、高木マネは大きく息を吐きながらマッサージ台から起きあがった。首を回すその仕草を見ていると、途端に不安が沸き上がる。今回もダメだったんだろうか、私は知らず知らずのうちに緊張していた。

「……」

　無言の空気が重苦しい。考え込むような高木マネの、太い鼻梁の目立つ男らしい横顔を見つめていると、息がうまく吸えなくなるような、そんな感覚に襲われる。今日ダメでも、またがんばればいい、そう自分の中で言い聞かして、私は返事を待った。

「よく、がんばったな。広岡」

「……は、はい！」

　ぽつり、と言われた台詞に、私は顔を上げる。

「合格だ。……文句付けたいとこはまだ少しあるからな、満点とは言わないが、技術も合わせて限りなく百点に近い」

「え？　え？　そうなんですか？　ありがとうございます！」

　ほんの一ヶ月半前はあれだけ貶けなしてきた高木マネが、今は私を誉めてくれている。自分の努力を認めてもらえた喜びが、私を浮かれさせた。

「今のお前なら、一級も狙えるぞ。がんばって店長でも目指してみろ」

　高木マネージャーの腕が伸ばされて、私の頭を軽く撫でた。柔らかく笑いかけられたのなんか初めてだったけれど、意外と幼く見えて、胸の奥がぎゅうっと締め付けられる。

（……あれ、これって）

　その感覚には覚えがあった。恋に落ちる前の、ときめくような感覚に私は動揺する。今までがんばってきたのは、高木マネのことを異性として好きだったからなのか、そう考えると、頬が上気していくのがわかった。

「よし、合格祝いだ、何でも言うこと聞いてやる。高い飯でも奢ってやろうか？」

　昇級用の書類を書き終えた高木マネージャーが、振り向きながら言ってくる。機嫌がいいのか、いつもは怖く見える表情が優しく緩んで、私の頬がまた熱くなった。

「……あ、あの！」

「ん、なんだ？　俺と飯はイヤか？」

「違うんです、あの、ご飯より、高木マネのマッサージ、またしていただきたいんですが……ダメなら、いいんですけど……」

　思わず、言ってしまった。言ってしまったけれど、語尾は小さく、はっきりしないものになる。私の言葉を聞いた高木マネが、ニヤ、と口角を上げるのが目に入る。

「あぁ？　ダメじゃないが、またアレすんのかぁ？」

「は、はい！　また、参考にさせてください」

　私は確かめたかった。この前受けたマッサージは、何だったのか。もう一回してもらって気持ちよくならなかったら、あの時は偶然で、性欲がたまってただけとか、体調が悪いとか、そんなのが理由ということになる。

（もし気持ちよくなったら、その時はその時だ）

　そんなことを考えてると、高木マネがワイシャツの袖をまくりあげて首を回し、マッサージの準備をしていた。

「そうか。じゃあ、揉んでやるか」

「是非お願いいたします！」

　マッサージ台を指さされ、横になれとジェスチャーをされるので、私は備品のタオルを顔に当てながら横たわった。

　


　ふかふかのタオルのパイル生地に顔を埋めながら、私はマッサージが始まるのを待っていた。私の上に膝立ちに跨またがった高木マネから、ぐ、と首の付け根を押される。

「んっ」

　声がでたけど、それは反射的なもので性的に気持ちがいい訳ではない。タオルを軽く噛みながら、ゆるゆる揉まれる感触をなぞっていく。

「痛くないか？」

「あ、だいじょぶ、です……っ」

　背中を押され、肩甲骨の裏側に高木マネの手のひらが入る。コった筋肉がはがされていくのが心地よかった。

（やっぱり、うまいなぁ……）

　今のところは普通のマッサージで、特に性感を拾うことは無かった。試験で緊張していたのか、だいぶ固まっていた体がゆっくり解され、眠気を誘うほどにじわじわと温かくなっていく。

「ふあぁ……」

　うっとりとした声を出せば、軽く高木マネが笑うのが聞こえた。やっぱり、この前のあれは、私の何かがおかしかったんだ、こんな普通のマッサージで、あんなにエッチになるなんて無いんだ。少し残念な気持ちと一緒に、私は力を抜いて高木マネの手に身体を預けていた。

「どうだ、広岡？」

「うぅ、最高です〜」

　かけられた声に、ふわふわとしながら答える。マッサージは腰の方まで手が降りてきて、立ちっぱなしで重たくなっていたわき腹あたりを強く揉み始める。本当に気持ちがよくて、私は蕩けそうになっていた。

　極上のマッサージを続けられ、半分まどろんでいた私は、覚えのある「それ」によって一気に覚醒した。

　私のももの上に、熱い何かが当たっていた。

（あれ、これ……硬く、なってる？）

「それ」は前の時とは違い、硬く熱く、私の身体に触れている。重量感も大きさも段違いのそれが、ぐい、とももに押し付けられる刺激に、驚きと一緒に声が出てしまう。

「ん、あっ?!」

　出てしまった声を、必死にタオルに吸い込ませる。その動きがワザとなのか、私には判断がつかなかった。ただ、勃起した「それ」の感触に、興奮している自分がいた。

「……興奮してるのか、広岡ぁ？」

「え、えぇっ！」

　心の中を見透かされたような言葉に、驚きと一緒に心臓が早鐘のように鳴り始める。バレちゃいけないと、必死に隠してきていたはずなのに、高木マネに気づかれてしまったのだろうか。

「な、なんのこと、ですか……??」

　ごまかさなくてはいけない。平静を装いなんとか答えるが、絞り出した声は途切れがちになってしまう。

「なんのこと、じゃねえぞ？　わかってんだよ。そんなに俺に触られるの、気持ちいいのかぁ？」

　言葉と同時に、脚の上に高木マネが全体重をかけてくる。慌ててマッサージ台から降りて逃げようと身体を捻ひねったけれど、高木マネに脚に乗りかかられた上に、片手で首を押さえられて、身動きはとれなくなった。ももに押し付けられているのは、高木マネのアレなんだろうか。ガチガチになっているのがはっきりわかり、私の喉が軽く鳴った。それでも、なけなしの理性が邪魔をして、私はイヤイヤをするように首を振っていた。

「ち、違います、き、気持ちよくなんかなって、あっ！」

「バカだなお前。そんな情けない声、感じてんのバレバレだろうが」

　否定はしたけれど、お尻を強く揉まれて、突然の性感に背筋が反ってしまう。身体の奥の方から沸きだしてくる熱さに、私はどんどん追い詰められていった。

「……顔見せろ、広岡」

　ふ、っと脚の上が軽くなったと思えば、私の身体は力の入らないまま仰向けに返されていた。高木マネの厚みのある胸板が、私に覆い被さってくる。

「ご希望のマッサージ、してやるとするか……」

　独り言のように呟く高木マネに手早く白衣の上をまくりあげられて、ついでにブラも外されて、大きな手のひらが私の胸を直接わし掴みにする。触れられた手の形に肌が熱くなり、じんじんと痺れるような快感を脳に伝えてくる。硬く尖った乳首と、無意識に揺れる腰を見比べて、高木マネが感心したようにつぶやいた。

「お前、胸、弱いな。この前もちょっと揉んでやったらエロ声になりやがって」

「え!!　あ、あれ、マッサージ、じゃ……？」

　驚いて返すけれど、高木マネは喉の奥でくつくつ笑っている。

「あんなのほんとにやったら、セクハラだろうが。お前が好きだから触ってんだよ」

　意外な言葉に、いまいち理解が追い付かない。

（え、いま、好き、って……？　まさか、高木マネが、私のこと）

「あ、あの、あの……？　好き、なんですか？私のこと？」

　よくわからずに聞き返せば、高木マネに大げさにため息を吐かれてしまった。

「おまえなぁ、俺が、好きでもない女にこんなことするとでも思ってんのか？　ずっと狙ってたんだぞ？　お前にこうやって触りたいってなぁ」

　あんなに厳しかったのに、私のことをさんざんに貶してきたのに、そんな風に思われていたなんて、私は信じられなかった。

「う、うそ……」

「嘘なんかつくか、バカ。お前の個人指導の話を聞いた時は、心の中でガッツポーズしたしな」

　きゅ、と乳首を捏こねるように摘ままれ、私は唇を噛んで声を堪える。高木マネは私の薄い胸を、愛おし気に揉み解しながら、低く囁いてくる。

「ほんとはあん時にヤッてやるか、って思っていたんだけどな、逃げられちまって、それからずっとお預けくらってたんだ。今日はもう、我慢しねぇ」

　発情したケダモノみたいな笑みを、高木マネが浮かべた。その笑顔に、私はこの人に貪られたいと、いやらしい全てを暴かれてしまいたいと、そう考えてしまった。身体から、すとんと力が抜ける。

「……なぁ広岡ぁ、お前も、俺のこと好きなんだろ？　好きって言え。そうしたら、壊れるまで抱いてやる」

　耳元で熱い吐息混じりに囁かれ、私の理性の糸はぷつりと切れる。

　大好きな高木マネージャーに抱いてもらいたい。この前みたいな中途半端なのじゃなくて、もっと深い快感を味わいたい。

「好き、です……、好きです。私も、高木マネのこと、好きです、大好きです！」

　告白をすれば目の前の瞳がすぅと細くなり、高木マネの顔が降りてくる。唇をこじ開けられ、熱い舌をぬるりと挿れられて、口の中を乱暴にかき回される。

（……はぁ、きもち、いい……）

　とろけるようなキスに、頭がぼぉっとしてきて、幸せな気分が胸一杯に広がった。おずおずと腕を持ち上げて、覆い被さる高木マネの太い首に回すと、そこは汗ばんでいて熱かった。私で興奮してくれているのだと思うと嬉しくなる。

　間接照明だけになったマッサージ室の中、高木マネージャーは私の制服を片手で脱がせ、自分もさっさと全裸になってしまう。さっきまで私に押し付けられていた股間のそれが視界に入り、その大きさにうっかり目が留まってしまった。

「なに見てんだ、スケベ」

「スケベ、ってぇ、やめてくださいよ、高木マネージャー……」

　私の返答に、高木マネは大げさに顔をしかめた。

「バカ、お前、こういう時に役職で呼ぶな。敦士って呼べ。……美奈子」

　初めて呼ばれた下の名前に、じんわり胸の奥が熱くなった。

「……はい、敦士、さん……」

　また軽い口づけを落とされて、二人の吐息が混じり合う。太い指が私の身体を這い、的確に性感のツボを押してくる。

「ふあ……、あっ、んん……」

「声、出せよ。どうせ誰もいやしねぇ」

「で、でも……ぉ」

　いつもの職場でセックスをしてる、というのがどうにも恥ずかしくて、私は遠慮していた。私の戸惑いがわかってるのか、敦士さんが煽る言葉を言ってくる。

「……この前の時、お前めちゃめちゃ声我慢してたろ。おもしろかったぞ」

「はぁ？　面白がらないでください、わ、私、必死だったんですからぁ……、ぅあ、あんっ！」

　声を荒げる私に、黙れとでも言うのか、乳首をきつくつままれる。

「すまんな、つい、かわいくて、エロいことしちまったな。……まぁあそこまで感じるとは、思っては無かったが」

「ば、バカぁ、恥ずかしかったのにぃ！」

　嬉しそうな敦士さんの表情が、とても恨めしい。

「……俺でエロくなってくれて嬉しい、美奈子。もっとエロくしてやるからな？」

「や、んんっ……！」

　敦士さんが、私の胸のふくらみを揉みしだく。同時に右の乳首を口にふくまれ、思わず甲高い声がでた。

「……っ、は、ああっ、んぅっ！」

「声が小さいぞ、もっと強くしてやろうか？」

　ぎり、と乳首に歯を立てられ、腰が跳ね上がる。硬くしこったそこを、敦士さんに舐めたり揉まれたりしつこく責められて、その舌と指の動き通りに喘ぎ声が漏れた。

「あ、やぁ、おっぱい、いじめないでぇ……」

　じゅ、じゅ、と、緩急をつけて強く弱く吸われると、尾てい骨の奥の方に甘く重い快感が溜まっていく。気持ちよくて腰がゆらゆらと動き、誘うように敦士さんの太ももに下腹を押し付けてしまう。

「ん？　こっちもいじめてほしいってことかぁ？」

　人の悪そうな笑みを浮かべながら、敦士さんは私の股間へと手を伸ばす。そこに触れてほしい、いっぱいイキたい、そんなことを考えながら、私はうなづくしかできなくなっていた。

　ぐい、と太ももを割られ、敦士さんの顔が私の脚の間に入る。指で濡れた肉襞を割り開かれ、外気の当たった粘膜がひやりとして、そんな刺激にも身震いしてしまう。

「……どろっどろじゃねえか、すげぇぞ」

「いやぁ、言わないで、ください……」

　煽るような言葉に羞恥を引き出され、私は顔を腕で覆う。敦士さんの息が、愛液でぐしょ濡れの粘膜にかかったと思うと、次の瞬間、そこをぱくりと食べられた。

「ひ、んんっ！」

　ぎゅ、とクリトリスを強く吸われ、頭の中に白い閃光が爆はぜる。そのまま舌が亀裂を割り、奥へと潜り込んでくる。ぴちゃぴちゃと、湿った音が私の股間から漏れて、恥ずかしくてどうしようもないのに、それでも身体は感じ続けていた。

（気持ちよすぎて、おかしくなりそう……）

　全身の肌が熱く火照り、触れられたところからじわりと快感が背筋を這いのぼる。いやらしい汁が奥からとめどなく溢れるのもわかり、それを音を立ててすすられると、それだけで軽く達してしまいそうになる。

「すげぇな、お前、エロい……」

　顔を上げた敦士さんは、今度は膣口に指を潜り込ませてくる。

「慣らしてやろうか、と思ったんだが、こんだけ濡れてりゃ必要ねぇか」

「や、ぁん……っ、あ、ん、んぁ！」

　すぐに、人差し指だけでなく中指も根元まで突き入れられてしまう。指を膣の中で遊ばせるようにバラバラに動かされ、もどかしい刺激に腰が浮いた。きゅ、きゅ、と誘うように、膣壁はその指を締め付けてしまう。

「あつし、さん、きもちい、そこ、そこぉ……」

　Ｇスポットなんだろうか、中の感じるところを重点的にこすられて、思わず言葉が出た。

「ここか？」

「ひっ！　あ、い、いく、イくぅ！」
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　膣内のその箇所を強く押され、快感に大きく背筋を反らす。同時に親指がクリトリスを押しつぶすように動かされ、目の前に白く火花が飛び、私は軽いオーガズムに達してしまう。

「は、はぁ……、は……」

　ぬるりと太い指が抜かれて、私はやっと一息つくことができた。額の汗を手の甲で拭っていると、部屋の隅から敦士さんが、備品の電動マッサージャーを持ってコンセントにつなぐのが見えた。

（……やだ、まさか）

　私は怯えてしまう。敦士さんの手でさんざんに乱れてしまったのに、あんなのを使われたらたまらない。慌ててマッサージ台から降りようとするけれど足首を掴まれて、元の体勢に引き戻される。

「あの、ダメですよぉ！　それぇ！」

　叫んだってやめてくれるはずもなく、ブゥンと低い動作音ととも震えはじめた灰色の丸い部分を、敦士さんは容赦なく私の股間に押しつける。

「ふ、あああああっ!!」

　ガクン、と背中が反って、私はあっさり達してしまった。跳ね上がった足や私の反応を見ればイったなんてすぐわかるはずなのに、敦士さんは振動を止めるどころか、更に強くマッサージャーのスイッチをスライドさせる。

「うう、うぁ、あああっ、あっ、っ、またいっひゃ、う、いっひゃう、らめぇぇ！」

　連続でイかされ、私は涎を垂らしながら止めてくれるように哀願する。頭の中で閃光が何度も白く爆発して、痙攣が止まらない。それでも敦士さんは私の震える身体を押さえこんで、クリトリスを潰すようにマッサージャーを押しつけてくる。

「いや、いや、あー!!　っ、むり、きもちいいの、も、むりぃ、いく、いってる、もぉ、ゆるひてぇ……、っ！」

　無理だ、許してと何度も口にしているのに、ゴリゴリと股間を刺激されておかしくなりそうだった。身体の中が爆発したみたいな性感を送り込まれて、もう、考えることもできなくなった。

（もうむり、おかしく、なる）

　限界を迎えそうになる寸前、股間から低い機械音が消え、私はやっと正気に戻る。

「あ……、あ…………」

　もう、掠れた声しか漏らせない。イきっぱなしだったせいか、目尻からは幾筋も涙が伝って、瞳は潤みはっきりと見えない。その霞んだ視界の中、笑う敦士さんの顔が近づいてくる。

「お前、イきすぎ。ヤバいな、かわいい……」

「ふぇ……？」

　両手で頬を挟まれ、キスを受ける。朦朧とした頭でなんとか応えようとするけど、身体は上手く動かず、重い腕を首に回すのが精一杯だった。

「挿れるぞ」

　低い声を真っ赤に染まる耳たぶに囁かれるが、一瞬、何を言われたか理解できなかった。それでも膣口に突きつけられた熱い塊で、今から自分が何をされるのかを思い知らされる。

「……だめぇ、イったばっかりなのにぃ……」

　さっきの強烈な絶頂の余韻でまだ身体は熱く、意識もはっきりしない。いま、挿れられたら、本当におかしくなる。

「バカだなぁ、お前。んなこと言われたら、ますますぶち込みたくなるんだぜ、男ってヤツは……っ」

「ひ、ひぁぁぁ！　や、っ、ああああ!!」

　とてつもない大きさの肉塊が、私のそこを一気に貫いた。最奥を犯されて、私は何度目かもわからない絶頂に追い詰められる。

「……っ、はは、挿れただけでイきやがって、やらしいなぁ、美奈子」

「ちがう、ひが、あつしさんのが、おっきぃ、からぁ……！」

　嫌々と子供のように首を振りながら、私は必死に否定する。そんな私のことを楽しそうに見下ろしながら、敦士さんはゆっくりと腰を引き、また力任せに打ちつけてくる。

「んあああっ！　あん、あ、あっ、あっ、ああ……」

　開けっ放しの口から、涎といやらしい喘ぎ声をまき散らしながら、私は何度も何度も達し続ける。

「エロい声、いいぞ、美奈子……」

　ぐちゅ、ぐちゅと、敦士さんの腰の動きの通りに湿った音が小さな部屋に響き、私は嬌声をあげ続けた。気持ちよくて、気持ちよくて、もう他のことが考えられない。

「……美奈子、すきだ」

（わたしも、あつしさん、好き）

　囁かれる声に応えようと、口を開くけれど、それでも甲高い悲鳴が切れ切れに漏れるばっかりで、言葉にならない。敦士さんはそんな甘い悲鳴を飲み込むように口づけてくる。膝が肩に付きそうなぐらいに身体を折り曲げられ、膣の一番奥深く、子宮口までを抉られた。

「すごい、すごいの、奥まで、あっついのぉ……」

　太くて熱いそれがいっぱいに私の中で張りつめて、幸せな気分が私を満たす。敦士さんの舌が私の咥内に差し込まれ、隅々を舐め回すのも心地よかった。

「く、っ美奈子、出すぞ、うぐ、んんっ！」

「ほしい、あつしさん、奥、ほしい、あああっ!!」

　締め付ける先端が大きく震え、なま温かい粘液が子宮に浴びせかけられるのがはっきりわかった。ぎゅうぅっと、まるで搾り取るように私の肉の襞が収縮し、その度に私は深い快感を味わった。

（あ、でてる……）

　じわじわと広がる温い粘液が、心地よかった。敦士さんが、私の中で出してくれた。そう思うと、嬉し涙に視界が歪む。

「……みな、こ」

「あつし、さん、好き……」

　抱きしめながら囁く声に、幸せいっぱいで応える。厚い胸板にすがりつけば、強く抱きしめ返してくれる太い二の腕に嬉しくなってしまう。

　


　その次の言葉に、私は一瞬で我に還る。

「おい、もう一回ヤるぞ」

「……え!?　ダメですよ、明日仕事ですよ？」

「うるさい、壊れるまで抱いてやる、って言っただろうが！」

　身じろぎすると押さえ込まれ、私の中に挿入されっぱなしだった陰茎がむくむくと膨らんでいく。その誘惑に負けそうになりながら、私はじたばたと無駄な抵抗をする。

「い、イヤですぅ！　私、あんなにイっちゃって腰抜けそうなんですからぁ、ダメ！」

「有給申請してやるから、な？」

「ダメですよぉ、指名予約入ってるのにぃ……！」

　私の叫び声は虚しく、誰もいない店舗の中に溶けて消えてしまう。すぐにその声も甘くなり、いやらしい水音とぶつかる肌の音が響くだけになる。

　二人の淫らな夜は、まだまだ始まったばかりだった。

★おわり★
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